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官制談合事件もあとをたたず発生しており、北海道の入札について

も未だに談合情報が寄せられているところであります。

また、入札契約制度の適正化にあたり、一般競争の適用が拡大され

ることとなり、対応手続きの改正が必要となってきたところであり、

北海道の談合情報対応手続きの改正に当たり入札監視委員会として、

意見の具申をおこないます。
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談合情報対応手続き改正案の内容については、特に異論はないが、

一般競争入札で談合情報があった場合の対応は非常に困難となってく

るものと思われることから、客観的で透明性の高い入札のために手続

きの適正な運用を求めることとし、北海道入札監視委員会の意見とす

る。
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